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シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

は
じ
ま
る

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

市
が
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域

の
魅
力
を
創
出
し
、ま
た
は
再
確
認
、

再
認
識
し
、
市
内
外
に
魅
力
を
発
信

す
る
こ
と
で
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・

情
報
な
ど
の
資
源
を
呼
び
込
み
、
経

済
を
活
性
化
さ
せ
る
取
り
組
み
で

す
。
市
民
に
は
御
前
崎
市
に
愛
着
や

誇
り
を
持
ち「
い
つ
ま
で
も
住
み
続

け
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
そ
し
て
、
市
外
の
人
に
は「
い

つ
か
住
み
た
い
」「
ま
た
訪
れ
た
い
」

と
思
わ
れ
る
ま
ち
を
創
造
し
て
い
こ

う
と
本
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

市
民
・
団
体
・
企
業
が
一
体
と

な
る全

国
の
自
治
体
の
動
き
に
目
を

向
け
る
と
、
新
し
く
魅
力
を
作
ろ

う
と
す
る
事
例
や
目
立
つ
よ
う
な

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、
動
画
を
作
っ
た
り

す
る
事
例
を
多
く
見
か
け
ま
す
。

取
り
組
み
の
形
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
あ
り
、
こ
れ
が
正
解
だ
と

い
う
も
の
は
無
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
地
域
で
の
課
題
を
し
っ

か
り
と
捉
え
、
そ
こ
に
合
っ
た
取

り
組
み
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
ま
で
も
魅
力
を
発
信
す
る
活

動
は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
多
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く
の
団
体
や
市
民
も
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
行

政
の
中
だ
け
み
て
も
、
観
光
部
門

や
商
工
業
部
門
、
教
育
部
門
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
発
信
し
て
き
た
現
状
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
、

行
政
だ
け
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら

れ
て
い
る
、
市
民
や
企
業
、
各
種

関
係
団
体
、
行
政
が
連
携
し
て
一

体
と
な
り
、
主
体
的
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
、
継
続
的
に
魅
力
を
発

信
し
て
行
く
こ
と
は
困
難
だ
と
考

え
ま
し
た
。

Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｅ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ 

シ
ア
ワ
セ
ミ
ラ
イ
カ
イ
ギ

「
明
日
の
御
前
崎
を
マ
ジ
考
え

ん
？
」
と
市
民
や
市
内
在
勤
者
を
募

集
し「
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｅ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
シ
ア
ワ

セ
ミ
ラ
イ
カ
イ
ギ
」
が
11
月
22
、
23

日
、
原
子
力
広
報
研
修
セ
ン
タ
ー
と

市
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
募
集

に
は
約
60
人
が
集
ま
り
、「
御
前
崎
の

魅
力
」や
そ
こ
で
出
た
魅
力
を「
未
来

の
御
前
崎
」
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に

発
信
で
き
る
か
な
ど
、
活
発
な
意
見

や
ア
イ
デ
ア
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
で
す
。
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
。
し

か
し
、市
民
が
愛
着
や
誇
り
を
持
ち
、

胸
を
張
っ
て
御
前
崎
市
を
語
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
ま
ず
は
大
切
で

す
。
若
い
世
代
が
思
い
を
持
ち
、
活

躍
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
御
前

崎
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
魅
力
を
再
確

認
、
再
発
見
し
、
今
後
は「
オ
ー
ル

御
前
崎
」
で
御
前
崎
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｐ

Ｒ
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
と
共
に
ま
ち
を
愛
し
、

そ
し
て
、「
オ
ー
ル
御
前
崎
」
で
魅
力
を
発
信
す
る
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シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
元
年

を
宣
言

　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
講
演
会

が
11
月
26
日
、
浜
岡
福
祉
会
館
で
開

催
さ
れ
、
市
民
ら
約
50
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
で
は
栁
澤
市

長
が
、市
民
の
皆
さ
ん
の
力
を
借
り
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
魅
力
発
信
に

取
り
組
み
た
い
と
あ
い
さ
つ
し
、「
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
元
年
」
を
宣

言
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は「
不
真
面
目
な
ま

ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
大
崎
龍り
ゅ
う
し史

さ
ん（
㈱
ト
ラ
イ
バ
ル
メ
デ
ィ
ア
ハ

ウ
ス
）
が
、「
ま
ち
づ
く
り
は
堅
苦

し
い
モ
ノ
で
は
な
い
。
今
日
は
ま
ち

づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
ほ
し

い
」
と
自
分
の
経
験
や
国
内
外
の
事

例
を
あ
げ
、
ま
ち
づ
く
り
を
楽
し
む

コ
ツ
を
話
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

ま
ち
づ
く
り
を
身
近
に
感
じ
、
熱
心

未来の御前崎を考え、みんなで踏み出そう！

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
第
二
部
の
車
座
と
な
っ
て
開
催
さ

れ
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
パ

ネ
リ
ス
ト
に
市
長
を
は
じ
め
、
大
崎

さ
ん
、
市
民
ら
の
計
６
人
が
、
そ
れ

ぞ
れ
が
考
え
て
い
る
御
前
崎
の
魅
力

や
未
来
の
御
前
崎
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。
周
り
で
話
を
聞
い

て
い
た
市
内
で
飲
食
店
を
経
営
す
る

参
加
者
も「
私
も
県
外
か
ら
こ
の
御

前
崎
が
好
き
で
移
り
住
ん
だ
。
住
ん

で
み
た
ら
ま
す
ま
す
好
き
に
な
っ

た
」
と
自
ら
作
成
し
た「
御
前
崎
Ｔ

シ
ャ
ツ
」
を
見
せ
な
が
ら
御
前
崎
の

魅
力
を
語
り
ま
し
た
。

　
今
回
始
ま
っ
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み
。
栁
澤
市
長

は
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
元
年
を

宣
言
す
る
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
元

年
で
も
あ
る
と
話
す
。
シ
ア
ワ
セ
な

御
前
崎
の
ミ
ラ
イ
を
市
民
と
一
緒
に

に
創
造
す
る
歯
車
が
、
今
、
回
り
始

め
た
。

さ
ぁ
、
明
日
の
御
前
崎
を
マ
ジ
、

考
え
ん
？

（
終
）

11月 26日㈯
シ テ ィ プ ロ
モ ー シ ョ ン 
講 演 会 

＆  
ト ー ク セ ッ シ ョ ン 

◀
参
加
者
が
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ハ
ー
ベ

ス
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
手
法
で
当
日
の

様
子
を
記
録
し
た
。

▶
上
段
：
増
田
剛
巳
さ
ん
、下
段
：（
右

か
ら
）
石
原
智
央
さ
ん
、
片
山
智
哉

さ
ん
、
池
田
尚
美
さ
ん

▲講演者の大崎さん
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Omaezaki City Information

01 御前崎市女性人材バンク「やまももネット」登録者を募集します

問い合わせ　秘書政策課　☎０５３７�１１６１

市
の
審
議
会
や
委
員
会
な
ど

の
女
性
登
用
率
が
、
平
成
28
年

４
月
現
在
で
15
・
８
％
と
い
う

低
い
数
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
ま
ち
づ
く
り
へ
多
様
な

意
見
を
反
映
す
る
た
め
に
市
で

は
、
女
性
人
材
バ
ン
ク「
や
ま

も
も
ネ
ッ
ト
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
各
分
野
で
活
躍
す
る
女
性

の
情
報
を
幅
広
く
収
集
し
、
そ

の
情
報
を
市
役
所
各
課
で
共
有

す
る
仕
組
み
で
す
。

「
や
ま
も
も
ネ
ッ
ト
」に
登
録

し
て
、
あ
な
た
の
経
験
や
能
力

を
市
政
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

登
録
対
象
者

・
本
市
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在

学
す
る
満
18
歳
以
上
の
女
性

・
市
政
に
関
心
が
あ
る
、
も
し

く
は
専
門
的
知
識
や
技
能
を

有
す
る
こ
と

登
録
後
の
活
動

市
の
審
議
会
や
委
員
会
な
ど

の
候
補
者
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
研
修
会
や
交
流
会
な

ど
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

※
詳
細
は
、
秘
書
政
策
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
本
バ
ン
ク
の
名
称
は
、
市
の

木「
ヤ
マ
モ
モ
」に
由
来
し
ま
す
。

【
第
１
号
登
録
者
の
紹
介
】

現
在
は
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

魅エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク

惑
的
倶
楽
部
で
活
動
し
て
い

る
池
田
尚
美
さ
ん
。
こ
れ
ま
で

は
、
御
前
崎
市
に
住
む
人
た
ち

と
つ
な
が
り
を
持
つ
機
会
が
少

な
か
っ
た
が
、
今
後
は
経
験
を

生
か
し
、
地
元
御
前
崎
の
た
め

に
力
を
注
ぎ
た
い
と
い
う
思
い

か
ら「
や
ま
も
も
ネ
ッ
ト
」に
登

録
し
て
く
れ
ま
し
た
。

登
録
を
き
っ
か
け
に
、
当
市

が
実
施
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
講
演
会
＆
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
の
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務

め
て
く
れ
ま
し
た
。「
同
じ
志
を

持
っ
た
人
た
ち
と
触
れ
合
い
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ア

や
得
意
分
野
を
持
ち
寄
り
、
市

の
未
来
の
た
め
に
活
動
し
て
い

く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
学
生
な
ど
若
い
世
代
に
も

活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
、
抱
負
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

池田尚美（白羽区・38）

市
長
表
彰

※
氏
名
の
敬
称
は
、
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

感
謝
状

各
種
委
員
を
十
年
以
上
務
め
ら
れ
た
皆
様

長
嶋 

稔

保
護
司

清
水 

千
惠
子

元
保
護
司

鈴
木 

喜
夫

元
社
会
教
育
委
員

元
図
書
館
協
議
会
委
員

大
澤 

達
夫

元
青
少
年
補
導
員

沖 

衛

人
命
救
助（
五
月
一
日
の
火
災
に
お
い
て
）

善
行
表
彰

酒
井 

裕
次
郎

伊
藤 

祐
太

鈴
木 

雄

鈴
木 

博
晶

渡
邊 

宏
和

二
俣 

達
也

（
地
方
自
治
の
育
成
発
展
に
尽
力
）

元
御
前
崎
市
議
会
議
員

地
方
自
治
功
労

岡
村 

勝

後
藤 

憲
志

岩
瀬 

初
代

西
島 

昌
和

平
成
28
年
度
市
表
彰
式
・
感
謝
状
贈
呈
式
が
11
月
29
日
に
執
り
行
わ
れ
、

多
年
に
わ
た
り
市
の
振
興
に
寄
与
、
ま
た
、
人
命
救
助
な
ど
他
の
模
範
と

な
る
皆
さ
ん
に
市
長
表
彰
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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音楽を物語と一緒に楽しむ
演奏グループ「スノードロップ」による音楽鑑賞会
が11月８日、白羽幼稚園で開催され、園児やその
保護者約90人が参加しました。「大きなカブ」の劇を
披露しながら、登場キャラクターに合わせて「子犬
のワルツ」や「猫踏んじゃった」などを演奏しました。

鈴木ひでさんの長寿を祝う
11月３日に100歳の誕生日を迎えた鈴木ひでさ
ん（本町）を11月９日、栁澤市長が訪ね、祝い状や
花束を贈り長寿を祝いました。ひでさんは、100歳
を迎えての気持ちを「うれしくて体が浮いちゃいそ
う。ふわふわした感じ」と話しました。

いつまでも孫と遊べるように
祖父母参観・講演会が11月11日、白羽保育園で
実施され、園児の祖父母約80人が参加しました。
祖父母らは園での孫の様子を見た後、市理学療法士
による「孫と楽しく遊ぶための健康づくり」がテーマ
の講演会で脳を活性化する体操などを学びました。

新たな消防車で市の安全守る
市消防団への消防車引渡式が11月15日、市役所
西館前で執り行われ、第４、５分団の団員ら約20人
が出席しました。消防車２台が同分団へ引き渡され、
栁澤市長は「使命感を持って市民の命と財産を守っ
てほしい」と団員へ呼び掛けました。

地区ごとの生活支援の基盤
高齢者の生活支援の基盤整備として、朝比奈地区
協議体の発足式が11月22日、朝比奈公民館で執り
行われました。協議体とは、生活支援に取り組む各
団体の情報共有や連携強化を推進するためのネット
ワークで、市内では同地区が初の発足となります。

石原茂雄さんに県知事表彰
長年にわたり市長として市の発展に尽力したこと
が認められ、県知事表彰を受賞した石原茂雄さんが
11月29日、市役所を訪れ、受賞を報告しました。
石原さんは「この賞は市民の皆さまの協力があって
いただいたもの。感謝しています」と語りました。
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公共施設の現状を知る
マンガを使って分かりやすく

公共施設マネジメント出前講座が11月７、８日、
池新田高校で実施され、３年生約120人が参加しま
した。昨年、市と同校が協働して作成した「公共施
設マネジメントマンガ版パンフレット」を教材とし
て、市の公共施設の現状を学びました。参加者の
原口海斗さんは「多くの公共施設に老朽化の問題が
迫っていることを知らなかった。市のために話し合
いなどに協力したい」と話しました。

念願のメダルを手に訪問
長年の努力がリオで実る

リオデジャネイロパラリンピック男子マラソン
（視覚障害）で銅メダルを獲得した岡村正広さんが
11月４日、市役所を訪れ栁澤市長に喜びを報告し
ました。「気の遠くなるような長いトレーニング生活
が実を結んだ。厳しいコンディションの中でも皆さ
んの声援で銅メダルを取ることができた」と大会を
振り返った岡村さんに、市長は「感動と希望を与え
てくれてありがとう」とねぎらいました。

未来を担う子どもらの声
地域を巻き込み活動広げる

子どもたちが頑張っている姿や取り組みを地域へ
向けて発表する「平成28年度青少年の未来をつむぐ
集い」が11月13日、市民会館で開催されました。
市内の小中学校から代表児童や生徒45人が参加
し、「私の主張2016」をテーマにした作文や、スク
ラムグッドマナー運動の活動状況などを発表しまし
た。浜岡中学校の発表では、「皆さんも私たちのあい
さつに応えてほしい」と市民に対し呼び掛けました。

ごみの分類や収集日などがスマートフォン・パソ
コンから手軽に確認できるウェブアプリ「5

ゴ ミ ナ シ

374.jp
御前崎市版」を作成した島田商業高校情報ビジネス
科の生徒ら５人が11月16日、市役所で同アプリを
受け渡し、操作や情報の更新方法などを市の担当職
員らに説明しました。生徒会長の鈴木咲

さ き な

菜さん（３
年）は「ぜひ活用してください」と笑顔で話しました。
【配信アドレス】http://omaezakishi.5374.jp/

スマホでごみ出し正確に
高校生がアプリを作成

7 OMAEZAKI



新神子区町内会が主催するボランティア植樹が同区
内海岸付近の松林で実施されました。松くい虫の被害
にあった松林を、防災林として機能するように復元す
るための活動で、今回で６回目の実施となります。約
130人の参加者は協力し合い、クロマツとウバメガシ
合わせて550本を植えました。

防災機能復活を目指し植樹

◀子どもたちも小さなスコップで植樹に参加

11/ ６

日頃あまり意識することのない人権をあらためて考
える機会として、新潟産業大学経済学部准教授の蓮池
薫さんを講師に迎えた人権講演会が、市民会館で開催
され市内外から約400人が来場しました。大学生の頃
に拉致され24年間、北朝鮮での生活を余儀なくされ
た蓮池さんの講演に、来場者は真剣に耳を傾けました。

誰もが持つ「人権」を考える

◀「夢と絆」を演題に聴講者に語りかける蓮池さん

11/12

第６回御前崎マリンパークマラソンがマリンパーク
御前崎とその周辺道路で開催され、市内外から415人
のランナーが参加しました。この大会は、地域や世代
間の交流を深め、健康増進を図ることを目的に実施さ
れるもので、参加者は１㌔から10㌔の各コースを元
気に駆け抜けました。

爽やかな汗流し完走目指す

◀勢いよくスタートを切るランナーたち

11/20

市内の農水産業や商工業の魅力を発信する「第12回
御前崎市大産業まつり」が市役所周辺を会場に開催さ
れ、市内外から約２万人が訪れました。会場には特産
物や市内企業をＰＲするテントが並び、多くの人でに
ぎわいました。ステージイベントや歩行者天国での市
民発表などのイベントで来場者を楽しませました。

御前崎の魅力ぎゅっと集結

◀地元で生産されたお茶を詰め放題！

11/27
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まちかど探訪
-Event of omaezaki-

次代を担う高校生たちに地元野菜への愛着を持って
もらおうと、ＪＡ遠州夢咲トマト委員会は小笠高校の
生徒と新野地区にある「よってかまい」と連携し、規格
外トマトを使用したトマトギョーザを考案しました。
試行錯誤し、皮から手作りしたトマトギョーザは「よっ
てかまい」で期間限定で販売されました。

地産地消のトマトギョーザ

◀よってかまいの皆さんでトマトギョーザをＰＲ

11/ １

御前崎オーシャンズミニバスケットボールチームの
男子、女子の両チームが、予選を勝ち抜き、県大会出
場を決めました。両チームがそろって県大会へ出場す
るのは初めてで、女子チームの主将を務める髙塚那菜
さん（白羽小６年）は「県大会では、チームワークで絶
対に勝ち抜きたい」と意気込みました。

男女そろって県大会出場！

◀県大会への意気込みをあらわにガッツポーズ

11/10

市建設業組合に加入する建設業者18社が、市内８
つの幼保こども園で、遊具の塗装や側溝の清掃、網戸
の取り換え作業などのボランティア活動を実施しまし
た。この活動は毎年実施されており、組合長を務める
西島正浩さんは「子どもたちが安全で快適に過ごせる
ようこれからも協力していきたい」と話しました。

子どもたちの笑顔を願って

◀塗装のはげてしまった遊具を塗り直す

第２回アスパル手づくり絵本コンクールの表彰式が
市立図書館アスパルで執り行われました。応募作品は
３部門で合わせて78点あり、９点が入賞作品に選ばれ
ました。表彰式には受賞者７人が参加し賞状を受け取
りました。同コンクールの審査員である三浦康子さん
は「全ての絵本が愛にあふれていた」と総評しました。

手づくり絵本に表れる思い

◀絵本への感想を伝えながら賞状を授与

11/13

11/25
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No.12

照　会　社会教育課　☎０５４８�１１２９
　　　　　　「おんな城主 直虎」
応援プロジェクト
大 河 ド ラ マ

新野左馬助親矩
特別編

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
津
波

に
よ
る
原
子
力
災
害
を
想
定
し
た

総
合
防
災
訓
練
が
、
10
月
17
日
、

18
日
に
中
部
電
力
㈱
全
社
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
は
、

地
震
災
害
と
原
子
力
災
害
が
同
時

に
発
生
し
た
と
い
う
複
合
型
災
害

を
想
定
し
、
原
子
力
災
害
に
対
応

す
る「
緊
急
事
態
対
策
本
部
」と
広

域
停
電
な
ど
に
対
応
す
る「
非
常

災
害
対
策
本
部
」
の
２
つ
の
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
、
シ
ナ
リ
オ
を

社
員
に
知
ら
せ
な
い
、
実
際
の
災

害
時
に
近
い
形
で
の
訓
練
を
初
め

て
実
施
し
ま
し
た
。

浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
訓
練
で

は
、さ
ま
ざ
ま
な
機
器
が
故
障
し
、

複
数
あ
る
原
子
炉
注
水
機
能
が
全

て
喪
失
し
た
と
い
う
想
定
で
、
原

子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す

る
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
発

電
所
内
に「
緊
急
事
態
対
策
本
部
」

を
設
置
し
、
放
射
線
管
理
や
情
報

収
集
な
ど
各
班
に
分
か
れ
て
原
子

炉
の
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
名
古
屋
市
に
あ
る
本
店
に
設

置
さ
れ
た
対
策
本
部
と
テ
レ
ビ
会

議
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
、
連
携
を

確
認
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、４
号
機
の
中
央
制
御
室

を
模
擬
し
た
訓
練
用
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
施
設
で
は
、
異
常
を
知
ら
せ

る
警
報
音
が
鳴
り
響
く
中
、
運
転

員
が
緊
急
時
の
対
応
を
一
つ
一
つ

確
認
し
な
が
ら
訓
練
を
し
て
い
ま

し
た
。

原
子
力
災
害
を
想
定
し
た

　
　
　
　
中
部
電
力
㈱
の
防
災
訓
練

新野左馬助親矩公の最期には諸説ある。永禄３年
（1560年）に桶狭間で今川義元が戦死した後、遠州の
国
くに
衆
しゅう
が次々に今川家から離反する中（「遠州忩

そう
劇
げき
」）、

永禄７年（1564年）、今川氏
うじざね
真に反逆した引

ひ く ま
馬城主

飯
いの お
尾連

つらたつ
龍を攻めるよう井伊家と左馬助公に命令が下

る。井伊家では兵が足りず、今川家から兵２千の加
勢を得て引馬城を攻めたが、古

ふる
つわものの連龍は、

矢や鉄砲を飛ばして防戦し、左馬助公は、９月15日
に鉄砲に当たって城の東にある天

てん ま
間橋で討ち死にし

たという。（故鈴木東洋氏は、安
あん ま
間川にかかる安間橋

と推定している。）
また別の説では、翌年12月、氏真は和睦と見せか
け連龍を駿府に呼び出し、屋敷を攻めて暗殺するが、
左馬助公はこの時に連龍を攻め討ち死にしたという
説もある。
後日談として、連龍の死後、引馬城を守ったのが
奥方のお田

た づ
鶴の方で、永禄11年（1568年）12月徳川

家康に攻められ奮戦するも、18人の侍女と共に壮絶
な最期を遂げたという。彼女も一人の「女城主」で
あった。

新野左馬助公の最期の地

◀椿姫観音　飯尾連龍の正室
　であるお田鶴の方を祭る

▲東照宮にある家康と秀吉の「二公像」

▲防災訓練の様子（中央制御室シミュレーター施設）

▲引馬城跡に鎮座する東照宮
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文芸
おまえざき

俳句　おまえざき俳句会

照　会　市立図書館アスパル　☎０５３７�８１８１

スギヤマカナヨ／赤ちゃんとママ社

秋
色
の
玄
関　

塗
り
替
え
た
の
は
誰�

中
嶋
み
ど
り

心
の
フ
ィ
ル
タ
ー　

白
黒
赤
を
使
い
分
け�
中
嶋
み
ど
り

黙
っ
て
聞
い
て
く
れ
る
満
月
と
向
き
合
う�
増
森
き
く
江

明
日
へ
つ
な
ぐ
真
心
の
米
を
研
ぐ�

増
森
き
く
江

曲
が
っ
た
思
想
へ
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
た
い�

栗
林　

純
子

墓
掃
除　

何
か
言
い
た
げ
に
蔦
の
葉
動
く�

栗
林　

純
子

世
の
中
ま
で
丸
く
な
り
そ
な
満
月�

栗
林　

純
子

七
十
路
の
青
写
真　

緑
を
張
っ
て
歩
み
出
す�

小
野
田
重
代

箸
止
め
る　

シ
ラ
ス
の
目
玉
に
見
つ
め
ら
れ�

小
野
田
重
代

「
生
き
づ
ら
い
世
だ
」
野
良
猫
が
ブ
ツ
ブ
ツ
言
う�

小
野
田
重
代

柿
三
つ　

繋
が
っ
て
い
く
朝
の
お
し
ゃ
べ
り�

山
本　

英
子

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
潔
さ
惜
し
み　

一
日
終
わ
る�

山
本　

英
子

思
い
出
語
る　

祖
母
の
眼
差
し
が
青
春�

増
田　

葉
子

仲
よ
し
の　

距
離
微
笑
み
の
一
歩
で
す�

増
田　

葉
子

ひ
つ
じ
雲
続
く
被
災
地
幸
祈
る�

長
尾
美
喜
子

ヒ
ヨ
ド
リ
つ
つ
く　

柿
の
色
が
美
し
す
ぎ�

長
尾
美
喜
子�

家
路
急
ぐ　

夕
餉
の
匂
い
窓
明
か
り�

長
尾
美
喜
子�

和
や
か
な
世
界
刻
み
続
け
る
秒
針
の
音
が
好
き�

鈴
木　

喜
夫�

孫
結
婚　

思
い
出
が
速
達
便
で
や
っ
て
来
た�

鈴
木　

喜
夫

パ
ン
ド
ラ
の
箱
開
い
た
ま
ま　

平
成
を
流
れ
来
た�

鈴
木　

喜
夫

●一般
○天皇陛下「生前退位」への想い（著者／保阪正康）
○技術者倫理（著者／辻井洋行、水井万里子、堀田源治）
○夜行（著者／森見登美彦）
○面白くて眠れなくなる天文学（著者／縣秀彦）
○震度７ 何が生死を分けたのか（著者／ＮＨＫスペシャル取材班）
○自分を変える最強の体調管理（著者／鈴木登士彦）
○おばさんの金棒（著者／室井滋）
○紙の城（著者／本城雅人）
○アルミホイル超楽レシピ（監修／浅野曜子）

●子ども
○深海のふしぎ（編／ワン・ステップ）
○日本の占いまじない図鑑①（監修／中町泰子）
○ペンギンかぞくとおそろしい山（著／藤原幸一）
○天才こども建築家、世界を救う（作／アンドレア・ベイティー）
○サンタパスポート（作／のぶみ）
○いろがみびりびりぴったんこ（作／松田奈那子）
○かがみのサーカス（さく／わたなべちなつ）
○サバンナのいちにち（作／斉藤洋）
○ぐるぐるの図書館（著／工藤純子、廣嶋玲子、濱野京子、

菅野雪虫、まはら三桃）

天子蒙塵　第１巻
　自由をめざして女は戦い、
男はさまよう。ラストエンペ
ラー・溥儀とふたりの女。時代
の波に呑み込まれた男女の悲劇
と壮大な歴史の転換点を描く、
新たなる傑作誕生。史上最も高
貴な離婚劇。「蒼穹の昴」シリー
ズ第五部スタート！

浅田次郎／講談社

おとうさんのクリスマスプレゼント
　もうすぐクリスマス。ぼくは
クリスマスがだいすき。おじい
ちゃん、おとうさん、そしてぼ
くとサンタクロースのおはな
し。誰もが子どもの頃のドキド
キワクワクを思い出す、クリス
マス絵本。すべての大人と子ど
もにメリークリスマス！
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たなか　あつし（門屋在勤・37）
㈱稲治造園工務所所属のグラウンド
キーパー。大阪府出身。

芝
生
に
か
け
る
思
い

11
月
の
寒
空
の
下
、
秋
を
感
じ

さ
せ
な
い
ほ
ど
青
々
と
し
た
芝
生

が
茂
る
市
内
に
新
設
さ
れ
た
サ
ッ

カ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
。
通
常
、
芝
は

冬
に
茶
色
く
な
る
。
そ
れ
を
見
事

な
ま
で
に
青
く
保
っ
て
い
る
の
が

田
中
篤
史
さ
ん
だ
。
芝
生
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
管
理
す
る
こ
と
を
な
り

わ
い
と
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
キ
ー

パ
ー
の
田
中
さ
ん
は
現
在
、
同

サ
ッ
カ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
を
１
人
で

管
理
し
て
い
る
。
季
節
に
合
わ
せ

２
種
類
の
芝
の
植
え
る
割
合
を
調

整
す
る
こ
と
で
１
年
中
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
青
く
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。

田
中
さ
ん
は「
割
合
の
調
整
を
失

敗
す
る
と
芝
生
が
は
げ
た
り
茶
色

く
な
っ
た
り
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

し
て
使
い
物
に
な
ら
な
く
な
る
。

緊
張
感
は
大
き
い
が
、
そ
の
分
芝

生
に
愛
着
も
湧
き
、
自
分
の
子
ど

も
の
よ
う
に
か
わ
い
い
」と
話
す
。

メ
イ
ド 

イ
ン 

御
前
崎

田
中
さ
ん
が
現
在
扱
っ
て
い
る

芝
は
日
本
で
は
珍
し
い
品
種
だ
。

国
内
で
は
御
前
崎
市
で
の
み
育
成

さ
れ
て
い
る
。「
従
来
の
芝
と
違

い
、
う
ま
く
育
て
ら
れ
る
か
不
安

だ
っ
た
が
、
無
事
に
育
て
る
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
。
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
の
試
合
や
練
習
な
ど
で
傷
ん

だ
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
次
の
試
合
ま

で
に
復
旧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
成
長
や
繁
殖
力
が
高
い
こ
の

芝
に
、
御
前
崎
の
日
照
条
件
を
合

わ
せ
る
と
最
高
の
環
境
を
提
供
で

き
る
」
と
田
中
さ
ん
は
目
を
輝
か

せ
た
。

御
前
崎
は
最
高
な
土
地

芝
生
づ
く
り
に
お
い
て
欠
か
せ

な
い
の
が
太
陽
の
光
だ
。
御
前
崎

は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
日

照
時
間
を
誇
る
。
芝
の
変
色
を
招

く
雪
が
降
ら
な
い
地
域
性
も
大
き

な
利
点
だ
。
雨
が
降
り
す
ぎ
な
い

こ
と
も
散
水
の
量
や
タ
イ
ミ
ン
グ

を
計
り
や
す
い
と
田
中
さ
ん
は
気

に
入
っ
て
い
る
。

「
芝
生
を
管
理
す
る
た
め
に
人

が
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い

る
。
最
も
大
事
な
要
素
と
い
わ
れ

る
天
候
が
、
御
前
崎
市
は
最
適
な

環
境
。
そ
れ
に
、
芝
生
に
だ
け
で

な
く
移
住
者
に
も
良
い
地
域
だ
と

思
う
。
温
暖
な
気
候
の
よ
う
に
お

お
ら
か
で
優
し
い
人
が
多
い
し
、

見
渡
す
限
り
の
海
と
い
う
景
色
は

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
て
最
高
」
と

御
前
崎
の
魅
力
を
笑
顔
で
語
っ
て

く
れ
た
。
御
前
崎
の
魅
力
を
認
め

て
く
れ
る
田
中
さ
ん
の
今
後
の
活

躍
に
期
待
し
た
い
。

田中 篤史 さん

人一倍の愛情と情熱で芝を育てる
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　平成 27年 10月１日現在で、皆さまのご協力により実施した国勢調査の結果が公表されました。
県内では、35市町のうち 32 市町で人口が減少し、県人口は 3,700,305 人で、平成 22 年に実施した前
回の調査に比べて、64,702 人（1.7％）減少しています。
　御前崎市の人口は、32,578 人で 2,122 人（6.1％）減少しました。また、世帯数は 11,345 世帯で
149 世帯（1.3％）減少しました。
　詳しいデータは、インターネットでご覧になれます。
・総務省統計局　http://www.stat.go.jp/
・統計センターしずおか　https://toukei.pref.shizuoka.jp/

　以下の表とグラフは、平成２年国勢調査から今回の調査までの、市の人口、世帯数の推移を表します。
人口は平成 12年をピークに減少に転じていますが、世帯数は平成２年以降増加傾向です。

　国勢調査から得られるさまざまな統計は、国や地方公共団体の政治・行政において利用されることはも
とより、民間企業や研究機関でも広く利用され、そのような利用を通じて国民生活に役立てられています。

御前崎市の人口と世帯数の推移

＊平成 12年以前は、旧浜岡町と旧御前崎町の合計数です。

各年 10月１日現在

平成27年国勢調査の結果をお知らせします。

県との基本的なデータ比較
人口

平均年齢
世帯 住居

総数 総世帯数 持ち家割合

（人） 順位 H22-H27 
増減率（%） （歳） 順位 （世帯） 順位 （％） 順位

静岡県 3,700,305 － △ 1.7 47.0 － 1,429,600 － 67.7 －
御前崎市 32,578 23 △ 6.1 47.2 18 11,345 25 74.5 11

区分 人口 世帯数
（世帯）総数（人） 男（人） 女（人）

平成２年 34,237 17,376 16,861 9,479
平成７年 35,316 17,792 17,524 10,132
平成 12年 36,059 18,240 17,819 10,901
平成 17年 35,272 17,635 17,637 10,950
平成 22年 34,700 17,583 17,117 11,494
平成 27年 32,578 16,499 16,079 11,345
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調査へのご協力
ありがとうございました。

＊順位は、静岡県内の市町別の順位を示します。

13 OMAEZAKI13 OMAEZAKI



人　口 33,388（－12）
男　 16,916 （+６）
女　 16,472（－18）

世帯数 11,936（+13）

（平成28年11月末日現在の速報値）

　第17回静岡県市町対抗駅伝
競走大会が12月３日、静岡市
内を舞台に開催されました。
７月から厳しい練習を重ね、
選手20人とスタッフは、一丸
となって大会に臨みました。
思いをつなぎ42.195㎞を走
り終えた選手らの顔には笑顔
がこぼれていました。
　結果は市の部24位でした。

　先日、市外の人を対象に御
前崎の魅力発見ウォークとい
うイベントが開かれ、私は
歩き終えた参加者がワーク
ショップで意見交換する様子
を見学させてもらいました。
別の視点から見えた御前崎の
魅力に再認識、再発見。市民
には当たり前のものが魅力に
なる、視点を変えると弱みが
強みになる etc･･･。何より
御前崎の魅力を笑顔で語る参
加者を見て、市民として幸せ
に思わなきゃなと思いまし
た。御前崎のチャームポイン
トって何だろう？（笑） Ｔ

定　員　70人
費　用　無料
照　会　市立図書館アスパル
　☎０５３７�８１８１

募　集 
invite information

地域のまちづくり活動
を応援します
対象となる活動
①市内で実施するもの②地域の課
題などに自主的かつ自立的に取り
組むもの③地域の景観や歴史・文
化などを生かした地域の活性化に
つながるもの④まちおこしイベン
トなどの地域活性化に効果的なイ
ベントなど
補助金額
◦手作り施設整備活動 (30万円以内 )

※４年目以降はフォローアップ型
で15万円以内を補助
◦人づくり等育成活動 (20万円以内 )など
※詳細はお問い合わせください。
照　会　秘書政策課
　☎０５３７�１１６１

市手話言語条例（仮称）
への意見を募集します
　手話を必要とする市民が、手話
による意思疎通を図ることができ
る地域社会の実現を目指すため、御
前崎市手話言語条例（仮称）の制定
を検討しています。つきましては、
皆さまからの意見を募集します。
期　間　12月16日㈮～１月16日㈪
閲覧場所　市ホームページ、福祉
課と御前崎支所の窓口

照　会　福祉課
　☎０５３７�１１２１

御前崎市の民生委員・児童委員、主任児童委員が、任期満了に伴い改選
されましたので、お知らせします。
◇地区担当委員　（任期：平成28年12月1日～平成31年11月30日）

氏　名 担当地区 氏　名 担当地区 氏　名 担当地区
浅井　義幸

東 　 町
柳沢　敏雄 佐倉一区 吉 村　 彰 子 上 岬 区

藤本　吉康 加藤　久道 鈴 木　　 正 下 岬 区
村松　加代 稲葉　伴子 佐倉二区 澤 入　 敏 実 大 山 区四ノ宮　主

本 　 町
増田　勝美 横 山　 里 美

塚 本　　 昇 小川　雅康 佐倉三区 大 澤　　 守 西 側 区鈴木　博子 鳥山　清子 桜 ケ 池 寺 田　 耕 三
野川　勝美 早 苗 町 岡村千惠子 比 木 原 小 野 田　 薫 女 岩 区内嶋　敏子 松下　勝敏 上 比 木 川口たけ子
阿形ひとみ

中 　 町

林　　絹子 下 比 木 横 山　 幸 子 広 沢 区
羽田　雅昭 河原﨑友二 朝比奈原 赤堀多津男 新 谷 区松井　良彰 増田　格治 朝比奈原

上朝比奈
髙 塚　 繁 幸

長尾美喜子 増 田　 年 朗 薄 原 区阿 形　　 操
大 　 山

鳥羽　信子 上朝比奈 松 井　 敏 子
長尾　佳和 鈴木　道子 下朝比奈 八 木　 文 子 中 原 区
河原﨑晴美 鈴木　信子 森田まさ子 白 羽 区長島　浩子 門 　 屋 増田　文生 新 野 西 松 井　 勘 司
長嶋　良夫 松下美智子 新 野 東 齋 藤　 英 明 白 浜 区沖　　 貞 男 塩 　 原 杉浦　悍美 新 野 南 松 井　 一 代
石川　哲夫 合 　 戸 近藤　好江 新野東・南 太 田 し づ 江 新 神 子 区
松下　康子

◇主任児童委員　（任期：平成28年12月1日～平成31年11月30日）
氏　名 担当学区 氏　名 担当学区

沖　　 千 鶴 第 一 小 区 服 部　 好 子 御 前 崎 小 区
※ 推 薦 中 浜岡東・北小区 増 田 き よ み 白 羽 小 区
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お知らせ 
information

12月定例議会から生中
継が開始されました
　市本会議の様子が、11月28日か
らケーブルテレビで生中継される
ようになりました。
照　会　議会事務局
　☎０５３７�１１１５

家屋を取り壊したら 
連絡してください
　平成29年度の適切な課税のた
め、平成28年中に家屋を取り壊
した場合はご連絡ください。
すでに連絡済みの人は不要です。
照　会　税務課
　☎０５３７�１１１４

新成人の門出を祝う 
成人式１月８日開催
　案内状は平成８年４月２日～平
成９年４月１日生まれの人で、平
成28年11月１日時点で御前崎市
に住民票があるか浜岡・御前崎中
学校の卒業生に送付しています。
　※住所変更などの理由で案内状が
届かない場合は、ご連絡ください。
開催日　１月８日㈰
時　間　10時～（受付：９時～）
場　所　市民会館
照　会　社会教育課
　☎０５４８�１１２９

「婦人科がん検診」 
追加日程のお知らせ
　本年度の婦人科検診はお済みで
すか？まだ検診を受けていない人
を対象に、追加の検診日程を設け
ました。この機会にぜひ受診して
ください。

検診期間　11月21日㈪～２月28日㈫
場　所　市立御前崎総合病院
対　象　40歳以上の偶数年齢（平
成28年４月１日現在）で、本年
度、婦人科がん検診未受診の人

費　用　乳がん　１５００円
　　　　子宮頸がん　１０００円
申込締切　１月27日㈮（定員にな
り次第締切）

照　会　健康づくり課
　☎０５３７�１１２３

25歳～38歳の皆さん、
健診受けていますか
　生活習慣病が若い世代の人に増
えてきています。市では、25歳～
38歳の健康診断の機会がない人
を対象に「はつらつ健診」を実施し
ています。この機会にぜひ受診し
てみませんか。
健診期間　１月17日㈫～２月17
日㈮のうち火～金曜日（受付時
間８時30分～）

場　所　市立御前崎総合病院
検査内容　問診・身体計測・血圧・
血液検査・尿検査

対　象　25歳～38歳（平成28年４
月１日現在）

費　用　１５００円
申込締切　１月31日㈫（定員にな
り次第締切）

照　会　健康づくり課
　☎０５３７�１１２３

新たな住宅補助金制度
が１月２日より開始
　市の人口減少を抑制し、定住の
促進や地域の活性化を図るため、
定住促進住宅取得補助金を交付し
ます。
対象者　市内に住宅を取得した
人。ただし、建て替え住宅や別荘、
賃貸住宅、または対象者が取得
した２軒目以降の住宅は除く。

対象期間　住宅を取得した日が平
成29年１月２日～平成32年３
月31日の場合

申請期間　住宅を取得した日から
３カ月以内
※詳細はお問い合わせください。
照　会　秘書政策課
　☎０５３７�１１６１

榛南・南遠広域都市 
計画道路の変更案縦覧
　都市計画道路「池新田東部線、
池新田中央線、大山本町線」の変
更案は、下記の期間自由に閲覧で
きます。意見のある人は意見書を
ご提出ください。
閲覧期間　１月10日㈫～24日㈫
閲覧場所　市都市建設課、県都市
計画課の窓口および県ホームペ
ージで閲覧可能

提出方法　意見書に必要事項を記
入の上、１月24日㈫17時15分
までに県都市計画課へ郵送、ま
たは持参してください。（意見書
は、市都市建設課、県都市計画
課の窓口および県ホームページ
からダウンロード可能）

照　会　市都市建設課
　☎０５３７�１１２２
　県都市計画課
　☎０５４（２２１）３０６２

SPAC 俳優による 
朗読公演を開催します
　静岡県舞台芸術センターSPAC
俳優による朗読と、音楽でお届け
する文学作品をお楽しみくださ
い。上演作品は現在選定中です。
事前の受付はありません。当日、
開演時間までにお越しください。
日　時　１月14日㈯　19時開演
場　所　図書館アスパル１階
演　出　大岡淳 (SPAC文芸部 )
出　演　ＳＰＡＣ俳優
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ポークビーンズ ▶１人分=173kcal

豚もも肉（小間切れ） 80㌘
タマネギ   １個
ニンジン   １/２本
水煮大豆   １２０㌘
コーン   30㌘
チーズ   15㌘
ケチャップ   大さじ６
ウスターソース   小さじ１
砂糖   小さじ２
油   小さじ１
水   １８０㌘ 

材料（４人分）

1タマネギ、ニンジンを１㎝角に切る。
2熱したお鍋に油をひき、豚肉を炒め

る。タマネギ、ニンジンを炒める。
32に水を入れ、大豆、砂糖を入れ、煮

込む。
4野菜が煮えたら、コーン、チーズ、ケ

チャップ、ソースを入れ、煮汁がケ
チャップ状になるまで煮込む。

給食の人気メニ
ュー

～御前崎こども
園～
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お子さんのかわいい笑顔を広報おまえざきに掲載してみませんか。
対象：２月生まれの１歳～３歳児で、本コーナーへ掲載されたことのない子
申込期間：１月10日㈫、11日㈬の２日間、８時15分～17時（応募多数の場合は写真が小さくなります）
◆申込先：市役所秘書政策課 ☎０５３７�１１６１

このコーナーはケーブルテレビでも放送されます。


